
第65回

山形県交通安全県民大会
交通安全「互いに守る 思いやり」県民運動

山形県交通安全シンボルマーク

と　き／令和８年10月21日（水）
ところ／山形国際交流プラザ 山形ビッグウイング

主催／山形県交通安全対策協議会





第65回山形県交通安全県民大会開催要領

１　目　的
　　�　交通事故の防止、交通安全思想の普及及び交通安全意識の高揚を図り、安全で
安心できる住みよい交通社会の実現を図る。

２　主　催
　　�　山形県交通安全対策協議会

３　協　賛
　　�　一般財団法人山形県交通安全協会、一般社団法人山形県安全運転管理者協会、
山形県交通安全母の会連合会

４　後　援
　　　山形県、山形県警察本部、山形県教育委員会、山形県市長会、山形県町村会

５　参加者
　　　交通安全功労関係表彰受賞者、交通安全推進機関・団体関係者

６　大会日程・会場等　
　　⑴　日　　時　　令和８年10月21日（水）　13：30～15：40
　　⑵　場　　所　　山形国際交流プラザ　山形ビッグウイング
　　⑶　参加人数　　約250人





第65回山形県交通安全県民大会次第

　開会のことば　　　　　　山形県交通安全協会長

Ⅰ　表彰式典　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　１　山形県民の歌斉唱

　　　２　交通事故犠牲者に対する黙とう

　　　３　大会会長挨拶　　山形県知事

　　　４　表　　彰

　　　　　⑴　山形県交通安全対策協議会長表彰

　　　　　⑵　山形県警察本部長・山形県交通安全協会長連名表彰

　　　　　⑶　山形県警察本部長・山形県安全運転管理者協会長連名表彰

　　　５　来賓祝辞　

　　　　　⑴　山形県議会議長　　　　

　　　　　⑵　山形県公安委員会委員長

　　　６　来賓紹介　

　　　７　祝電披露　

　　　８　大会宣言　　　　山形県交通安全母の会連合会長

〈10分間休憩及び準備〉

Ⅱ　記念講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　演題　「交通事故を防止するために」

　　講師　ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社　丑田　邦一 氏

　閉会のことば　　　　　　山形県安全運転管理者協会長
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山形県交通安全対策協議会長（知事）表彰

◎交通安全功労者の部
　交通安全のために献身的に尽力し、交通事故防止に功績のあったもの
　交通安全に関する団体の育成、運営、発展等に功労のあったもの

（個人）� 29名
市町村名 氏　　名 市町村名 氏　　名
山 形 市 齋　藤　明　子 南 陽 市 鈴　木　俊　明

〃 石　澤　　　敏 小 国 町 齋　藤　悦　子

東 根 市 本　間　郁　子 〃 猪　野　みどり

〃 早　川　広　幸 鶴 岡 市 本　澤　輝　男

尾 花 沢 市 鈴　木　完　司 〃 阿　部　秀　辰

河 北 町 木　嶋　裕　美 〃 渡　部　正　昭

〃 後　藤　正　幸 〃 遠　藤　文　子

朝 日 町 白　田　忠　一 酒 田 市 土　門　長　市

大 石 田 町 伊　藤　美津子 〃 佐　藤　春　好

金 山 町 佐　藤　守　彌 〃 佐　藤　　　均

舟 形 町 森　　　正　信 〃 岩　崎　洋　之

〃 森　　　玲　子 〃 藤　田　俊　一

鮭 川 村 矢　口　智恵美 〃 本　間　八四男

米 沢 市 加　藤　達　也 庄 内 町 大　瀧　孝　博

〃 我　妻　弘　一

（団体）� １団体
市町村名 団　　　体　　　名

庄 内 町 イ オ ン 東 北　 マ ッ ク ス バ リ ュ 余 目 店
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◎交通安全優良学校の部� １校
　交通安全教育に尽力し、交通安全の確保に功績のあった学校

市町村名 学　　　　　　校　　　　　　名

鶴 岡 市 鶴 岡 市 立 上 郷 小 学 校

◎優良運転者の部� ５名
　多年にわたり無事故・無違反を続け、人格・技能ともに他の運転者の模範と認め
られるもの

市町村名 氏　　名 市町村名 氏　　名

天 童 市 新　関　知　己 南 陽 市 奥　山　裕　巳

東 根 市 髙　橋　忠　典 白 鷹 町 片　山　敏　浩

山 辺 町 安孫子　恵　市

◎賞詞（交通死亡事故ゼロ記録達成）の部� ３団体

市町村名 団　　　体　　　名 期　　間

山 辺 町 山辺町交通安全対策協議会 ４年

朝 日 町 朝日町交通安全推進協議会 ６年

大 江 町 大江町交通安全対策協議会 ５年
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山形県警察本部長 連名表彰山形県交通安全協会長
◎民間交通安全功労者の部
　多年にわたり、交通事故の防止、交通秩序の維持改善、その他交通安全運動に尽
力しているもの
（個人）� 10名

◎交通安全優良学校の部� ３校
　学校、生徒及びＰＴＡ等が一体となり、児童・生徒等の交通安全に尽力し、成果
を収めている学校

地 区 名 学　　　校　　　名

山 形 山 形 県 立 山 形 南 高 等 学 校

酒 田 酒 田 市 立 琢 成 小 学 校

米 沢 米 沢 市 立 東 部 小 学 校

地 区 名 団　　　体　　　名

山 形 山 形 地 区 交 通 安 全 協 会 第 七 支 部 女 性 部

庄 内 有 限 会 社 三 協 鉄 筋 工 業 所

米 沢 米 沢 地 区 交 通 安 全 協 会 万 世 支 部

（団体）� ３団体

地 区 名 氏　　名 地 区 名 氏　　名

上 山 大　竹　勝　美 酒 田 藤　丸　美　生

最 上 岸　　　錦　也 〃 土　門　ひろ子

〃 須　貝　康　幸 小 国 今　　　和　永

庄 内 鶴　巻　善　範 南 陽 大　津　吉　弘

酒 田 前　田　紋　一 県 安 協 杉　沼　好　一
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◎優良協会役員の部� 31名
　交通安全協会役員として、功労が特に顕著であるもの

地 区 名 氏　　名 地 区 名 氏　　名

山 形 鈴　木　順　一 最 上 星　川　美紀子

〃 黒　木　　　隆 酒 田 佐　藤　つや子

〃 石　山　定　好 〃 馬　場　孝　彦

〃 黒　田　芳　弘 〃 森　元　博　夫

〃 山　本　正　勝 〃 荒　生　康　夫

〃 佐　藤　　　宏 〃 千　葉　哲　也

上 山 布　川　敏　徳 鶴 岡 齋　藤　　　篤

天 童 阿　部　美　香 〃 佐　藤　　　憲

〃 佐　藤　昭　吾 〃 田　中　　　順

〃 門　間　信　二 〃 六　平　勝　幸

寒 河 江 工　藤　恒　雄 〃 佐　藤　一　雄

村 山 永　澤　利　市 小 国 佐　藤　孝　志

〃 奥　山　憲　一 南 陽 星　　　和　徳

〃 芦　野　紀美晴 〃 長　沢　　　仁

尾 花 沢 石　山　洋　幸 米 沢 鈴　木　貴　広

最 上 後　藤　英　昭
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◎優良運転者の部� 76名
　安全運転を心がけ、人格・技能とも優れ、他の運転者の模範と認められるもの

地区名 氏　　名 地区名 氏　　名 地区名 氏　　名

山 形 荒　井　光　之 最 上 氏　居　広　一 鶴 岡 冨　 　茂　樹

〃 稲　村　隆　一 庄 内 富　樫　一　幸 〃 田　中　正　人

〃 梅　津　　　晃 〃 佐々木　悦　朗 長 井 神　田　あすか

上 山 山　川　庸　久 〃 加　藤　好　子 〃 船　山　　　恒

〃 長谷川　征　男 〃 菅　原　正　一 〃 児　玉　　　明

〃 酒　井　信一郎 酒 田 土　門　幸　広 〃 小　口　正　夫

天 童 高　橋　甚　悦 〃 池　田　さなえ 〃 竹　田　美智子

〃 神　尾　敬　子 〃 佐　藤　次　雄 〃 齋　藤　　　仁

〃 志　賀　　　敦 〃 五十嵐　　　豊 小 国 本　間　美　保

〃 小山田　広　人 〃 髙　橋　　　均 〃 青　木　　　忍

寒河江 犬　飼　孝　吉 〃 星　野　裕　子 南 陽 大　竹　啓　治

〃 佐　竹　武　志 〃 齊　藤　秀　雄 〃 髙　橋　清　子

〃 松　田　昭　市 〃 五十嵐　　　勤 〃 嵐　田　えり子

〃 海　野　和　博 〃 五十嵐　秋　広 〃 新　江　仁　活

〃 公　平　克　幸 〃 伊　藤　　　勉 〃 竹　田　昭　二

〃 松　田　重　孝 〃 小　野　　　勉 〃 斎　藤　孝　次

村 山 石　澤　富美男 〃 後　藤　正　志 〃 木　村　繁　雄

〃 工　藤　和　夫 〃 佐　藤　広　一 米 沢 山　口　郁　子

〃 天　野　良　一 鶴 岡 齋　藤　　　琴 〃 遠　藤　数　男

尾花沢 近　藤　範　雄 〃 池　田　まゆみ 〃 寒河江　健　一

〃 常　盤　　　光 〃 佐　藤　秀　一 〃 伊　藤　繁　明

〃 大　類　誠　一 〃 高　橋　　　慶 〃 我　妻　紀久世

最 上 髙　橋　　　清 〃 太　田　　　昇 〃 伊　藤　義　久

〃 八　鍬　伴　二 〃 鈴　木　幸　喜 〃 佐　藤　　　清

〃 矢　口　　　亨 〃 臼　井　冨　美

〃 茂　野　　　宏 〃 小　林　　　攻
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山 形 県 警 察 本 部 長 連名表彰山形県安全運転管理者協会長
◎優良安全運転管理者の部� 46名
　事業所の安全運転管理者として交通安全の推進に多大な功労があり、他の模範と
認められるもの
地区名 事　業　所　名 氏　　名 地区名 事　業　所　名 氏　　名

山 形 東海大学山形高等学校 古　川　裕太郎 酒 田 阿 部 建 設 株 式 会 社 阿　部　　　力

〃 東北電化工業株式会社 石　澤　　　亨 〃 株式会社日本海運輸 佐　藤　　　稔

〃 学 校 法 人 星 幼 学 園 冨　田　良　治 〃 株 式 会 社 鳥 海 学 園 三　浦　利　之

〃 株式会社武田庄二商店 安　田　孝　徳 〃 株 式 会 社 若 松 建 設 若　松　裕　介

〃 鈴 川 敬 寿 園 大　類　裕　二 〃 東 北 銘 醸 株 式 会 社 畠　中　孝　志

〃 学校法人西養学園認定こども園�
さ く ら ん ぼ 幼 稚 園 安　達　利　博 〃 東 北 興 産 株 式 会 社 鈴　木　浩　雄

上 山 株 式 会 社 上 東 建 設 堀　川　まゆみ 〃 株式会社アポロ月山 齊　藤　祟　博

天 童 野 川 商 事 株 式 会 社 宇　野　達　哉 鶴 岡 株式会社和泉工務店 五十嵐　　　充

〃 介 護 老 人 保 健 施 設�
あ こ が れ 黒　田　範　彦 〃 社 会 福 祉 法 人�

栄 保 育 会 栄 保 育 園 鈴　木　いづみ

寒河江�
西村山

社 会 福 祉 法 人�
朝日町社会福祉協議会 白　井　　　充 〃 雨 宮 産 業 株 式 会 社 太　田　佐知子

〃 社会福祉法人碧水会 太　田　善　春 〃 北 栄 鉄 工 株 式 会 社 大　島　　　良

〃 港 屋 商 事 株 式 会 社 宇佐美　　　剛 〃 宏 和 工 業 株 式 会 社 梅　津　夏　美

〃 安 藤 左 官 安　藤　英　雄 〃 株 式 会 社 昭 電 工 業 長谷川　栄　一

村 山 楯 岡 物 産 株 式 会 社 遠　藤　光　彦 長 井 株 式 会 社�
太 丸 モ ー タ ー ス 横　澤　　　浩

〃 秋 場 設 備 株 式 会 社 秋　場　慎　也 〃 株 式 会 社 梅 津 組 色　摩　健　一

〃 東 根 市 外 二 市 一 町
共 立 衛 生 処 理 組 合 渋　谷　一　洋 小 国 山 和 建 設 株 式 会 社 寒河江　孝　男

尾花沢 工 藤 石 油 店 工　藤　吉　一 南 陽 社会福祉法人陽光会�
い ち ょ う の 家 髙　橋　寿　治

〃 有限会社山五商事運輸 菅　野　京　子 〃 置賜広域行政事務組合�
南 陽 消 防 署 高　橋　光　治

最 上 澤 内 建 設 株 式 会 社 伊　藤　順　一 米 沢 株式会社ニューメディア 安　部　和　樹

〃 二 藤 部 シ ス テ ム
建 設 株 式 会 社 荒　木　　　孝 〃 株式会社黄木コーポレーション�

湯の沢温泉 時の宿すみれ 近　野　　　武

〃
株 式 会 社 ISEKIJapan�
東北カンパニー山形営業部�
新 庄 営 業 所

鳥　山　清　一 〃 株 式 会 社 振 興 電 気 大　平　吉　則

〃 有限会社羽陽工務店 有　馬　太　郎 〃 新 和 設 計 株 式 会 社 渡　部　武　晃

庄 内 株 式 会 社 三 幸 中　鉢　美　佳 〃 有限会社内山農機商会 髙　橋　恵美子
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◎優良事業所の部� ９事業所
　事業所の安全運転管理対策を積極的に推進し、交通事故防止に多大な成果を�
収めている事業所

地 区 名 事　　業　　所　　名

山 形 株 式 会 社 斎 藤 商 会

天 童 日 本 キ ャ タ ピ ラ ー 合 同 会 社 山 形 営 業 所

寒 河 江 西 村 山 株 式 会 社 石 橋 組

村 山 株 式 会 社 マ ツ キ
マ ツ キ ド ラ イ ビ ン グ ス ク ー ル 村 山 校

尾 花 沢 株 式 会 社 ミ ツ ワ 鐵 工

最 上 一 般 財 団 法 人 東 北 電 気 保 安 協 会 
新 庄 事 業 所

酒 田 阿 部 建 設 株 式 会 社

鶴 岡 鶴 岡 信 用 金 庫

米 沢 山 形 小 松 フ ォ ー ク リ フ ト 株 式 会 社 
米 沢 営 業 所
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第65回山形県交通安全県民大会

大　会　宣　言（案）

　交通事故のない安全で安心して暮らせる住みよい郷土をつくることは、私たち県

民すべての願いであります。

　本日、この山形県交通安全県民大会において、私たちは決意を新たにし、交通事

故の撲滅を図るため、関係機関や関係者の総力を結集し、交通安全「互いに守る　

思いやり」県民運動により、次の事項を強力に推進します。

一、交通ルールを遵守し、安全運転の模範となります

一、�家庭、職場、地域で声を掛け合い、夜光反射材を着用し、交通事故の防止を徹

底します

一、横断歩行者が安全に横断できるよう

　　　�歩行者は、車が来る方を見て手を挙げて運転者に合図します

　　　運転者は、一時停止をして手で横断を促します

一、自転車安全利用五則を遵守し、安全で適正に利用します

一、飲酒運転は、「しない、させない、許さない」を徹底します

　以上、宣言します。

　令和８年10月21日

第65回山形県交通安全県民大会
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記念講演

交通事故を防止するために

講　師：ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社

　　　　丑　田　邦　一　氏

2012年　三井住友海上火災保険株式会社入社
株式会社インターリスク総研（当時社名）出向
2024年　ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社（現社名）出向終了
現在、ＭＳ＆ＡＤスタッフサービス株式会社からの派遣社員として、
ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社の業務に従事中（リスクマネジメント
第２部モビリティリスクマネジメントグループ 東京オフィス所属）

講師プロフィール

〈MEMO〉
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